
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

単元の目標

ア

■コミュニケーションへの関心・意

欲・態度

「 に学校生活を紹介しよう」と

いう活動に関心をもち，自分の学校

生活について意欲的に紹介しよう

としている。

イ

■外国語表現の能力

現在進行形の表現を用いて，学校紹

介について書いたり，話したりして

表現することができる。

ウ

■外国語理解の能力

現在進行形の表現を用いられた発

話を聞いたり，文章を読んだりし

て，その内容を理解することができ

る。

エ

■言語・文化についての知識・理解

現在進行形の文構造についての知

識があり，「 に学校生活を紹介

する」場面で発話をする際の語彙や

表現を身につけている。

時間 学習内容・主な活動

【第一次】

の友人からの手紙を読み，本

単元の活動内容を知る。

マインドマップで紹介したい内容

を考える。

ペアで学校生活に関する対話活動

を行う。

教師のモデルスピーチを聞く。

対話活動を振り返って，伝えられな

かった表現を出し合う。     ア

【第二次】 現在進行形を用いた文の意味や構造

を理解する。            エ

：アメリカの中学校での昼食の

様子を知る。        ウ・エ

：アメリカの中学校での昼食の

様子を知る。        ウ・エ

：メール文の構成と読み方を知

リ，メールの概要や大切な部分を読み

取る。           ウ・エ

：教師のモデル文を読ん

で紹介文の構成を理解し，学校紹介の

原稿文を書く。       イ・ウ

小集団で互いの原稿を読み合い，予想

される質問とその答えを考える。

ウ・イ

小集団で音声による発表を評価し合

う。            イ・ア

【第三次】 に学校生活を紹介する活動を行

う。            イ・ア

まとめのライティングと単元全体の

振り返りをする。      エ・イ
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実践例

 指導観

異なる文化をもつ相手に日本の学校について紹

介する際，その学校の特徴や自分との関係など，多

くの情報を相手に伝える必要がある。また，生徒に

とって関心のある話題であることから，相手の発話

に興味をもって聞こうとし，相手の発話に沿ってコ

ミュニケーションの内容を発展させることができ

る。

は，ポールが写真を見せながらアメリ

カの中学校の昼食について紹介し，久美がポールに

質問するという場面と，姉妹校のリサからのメール

を通してアメリカの中学校について知識を深める

という場面である。これらの場面では，被写体とな

る人物が何をしているかを説明するのに現在進行

形が使われている。そこで本単元では，「 に学

校生活を紹介しよう」という課題を設定し，現在進

行形などを用いて学校生活を紹介する原稿を書き，

聞き手を意識して正しく伝えることをねらいとし

た。具体的には，母国で教師をしている の友人

が日本の教育に興味があり， がどんな学校で働

いているのかを知りたいという設定で，生徒が

に自分の学校生活を紹介するという課題である。こ

の活動を通して，生徒は自己や他者が現在行ってい

ることを書いたり，学校の様子やよさを分かりやす

く話したり， の母国の学校のことを聞いたりし

て互いの学校生活について交流することができる

ようになる。このことは，生徒のコミュニケーショ

ン能力の基礎を育成する上で意義深いと考える。

 指導の実際

【 第一次 】

この段階では，本単元の「 に学校生活を紹介

しよう」の流れをつかみ，新出言語材料である現在

進行形を学習する必要性に気づき，紹介内容や英語

の表現についての課題を明らかにすることをねら

いとした。まず，母国で教師をしている の友人

からの手紙を読み，その内容を理解した。

次に， に伝えたいＮ中のよさを考えるために，

マインドマップを作成する場を設定した。生徒は体

育会や合唱コンクールなどの学校行事や，自分が所

属している部活動，家庭科の調理実習や書道の授業

などをマップに記入していった。

さらに， 動詞や一般動詞，既習の表現を用い

て，ペアで学校生活に関する，以下のような対話活

動を行った。

この生徒は， 中は部活動が盛んなことや自分が所

属するテニス部について書いていたが，「先輩が優

しい」や「仲間は大切だ」という表現が分からず，

とだけ伝えていた。

その後，教師のモデルスピーチを聞き，本単元のゴ

ールの姿をイメージさせた。

※本校では を 年で導入している

最後に，対話活動で相手に伝えられなかった内容

や表現を共有できるように，学級で交流する場を設

定した。
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＜ 考察 ＞

○ 学校紹介する際に伝えたいアイディアを生み出

すために，マインドマップを作成する場を設定し

たことで，伝える材料を整理することができ，紹

介する内容を広げることができた。

● 学校紹介をする際の内容や表現についての課題

を明らかにできたが，現在進行形を学習する必然

性を感じさせられなかった。動画などを用いて視

覚に訴えるモデルスピーチを提示すべきであっ

た。

【 第二次 】

この段階では，現在進行形などを正しく用いて，

自分の学校生活を紹介する原稿を作成し，相手に

伝えることをねらいとした。

新出言語材料を習得する段階では，現在進行形の

文の構造を理解することができるように，形式・意

味・使い方について学習した。その際，現在形

と，現在進行形

を比較する場を設定した。生

徒は，一つの文に 動詞と一般動詞が同時に使わ

れていることに注目した。ここでは，現在形は「普

段から変わらないことや習慣」を表し，現在進行形

は「今まさに行われている動作」を表すと説明した。

次に，語順カードを用いて英文を作成する活動を設

定した。「語順カード」とは，主語は黄色，動詞は

桃色，目的語は青色と色分けしたカードのことであ

る。このカードを並べかえながら問題演習に取り組

んだ。生徒は主語によって適切な 動詞を選択し

たり， が落ちて をつけるもの（例 ）や，

子音字を重ねて をつけるもの（例 ）を

習得したりした。次に，現在進行形を含むアメリカ

の中学校での昼食の様子や，学校生活を紹介したメ

ールの内容を読み取る活動を設定した。生徒は

動詞＋動詞 の部分にアンダーラインを引きなが

ら現在進行形が本文中でどのように使われている

のかを確認した。

学校紹介文のアウトラインを作成する段階では，

トピック文で「 中のよさとその理由」を，サポー

ト文で「紹介する内容や具体例」を，結論文で「

中のよさをアピール」を書くという条件を課した。

第一次で用いた教師のモデル文を提示して，紹介文

の構成について確認した。生徒はマインドマップを

参考に，教科書や学習プリントの表現を利用したり，

辞書で英単語を調べたりしながら， 行程度の英文

を書くことができた。しかし 動詞の欠落や，動

詞の の欠落などの文法ミスや，一文一文は正し

く書くことはできているが，文と文のつながりに注

意して書くことができていない原稿が見られたの

で学級全体で再度，現在進行形の文の作り方を復習

したり， ， ， 等の接続詞の使い方を学習

したりした。教師による個別添削後，各自で紹介す

る際に必要となる学校紹介カードを作成した。生徒

はイラストを描いたり，写真を貼ったりして，意欲

的に作品を作成することができた。

小集団で相互評価する段階では，各々が作成した

原稿を読み合ったり，音声で伝えて聞き手からの問

いかけに応答したりする活動を設定した。グループ

（ ～ 名）は，各々の英語力や人間関係に配慮し

て意図的に編成したものである。

評価活動①として，自分の学校紹介文の不足点に

気づき， からの問いかけに応答することができ

るように， からの質問とその答えを予想する活

動を設定した。まず，紹介文の不足点に気づくこと

ができるように，学級全体で情報量の足りない教師

のモデル文を読んで が知りたいと思うことを

予想し，それにどう答えるかを考えた。次に，小集

団で互いの原稿を読み合った後，読み手が紹介内容

をもとに， から尋ねられるであろう質問を考え，

評価シートに日本語と英語で記入した。生徒は，知

らない単語は辞書を使って仲間の原稿を読んでい

た。しかし，生徒の現段階の英語力では，英語で質

問文を作成することは難しかったようだ。その後，

仲間からの質問に対する答えを考えたり，仲間から

トピック文

サポート文

結論文
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のアドバイスを参考にして原稿を付加修正したり

した。

評価活動②として，聞き手を意識して正しく伝え

ることができるように，小集団で音声による発表を

評価する活動を設定した。まず，分かりやすく相手

に伝えるポイントとして，生徒は ， ，

， 等を挙げた。次に，グループ内

で音声による紹介活動を行った。聞き手は一人の紹

介が終わったら，アイコンタクトや声の大きさ等の

対応面に関する評価を行った。発音に自信がなかっ

たり，原稿を暗記できていなかったりしたため，聞

き手を意識して伝えることができていない生徒も

いたが，聞き手が存在することで，生徒は相手意識

をもって懸命に伝えようとしていた。最後に，紹介

内容と発表の仕方の優れた数名の生徒による発表

をモデルとして聞いた。下の原稿の波線部は，仲間

からのアドバイスを参考にして付加修正したもの

である。

＜ 考察 ＞

○ 語順カード（オリジナル教材の開発）や，その

拡大版を用いて現在進行形を説明したこと（板書

の工夫）で，生徒が視覚により情報を得ることが

でき，その結果， 動詞の欠落や のつけ忘れ

等，現在進行形の文構造を理解することができた。

○ 紹介文のアウトラインを作成する段階を設定し

たことで，現在進行形を用いて一定量以上の意味

のつながりのある英文を書くことができた。

○ 意図的なグループ編成を行って，音声による紹

介スピーチの相互評価活動を行ったことで，生徒

は聞き手を意識して伝えることができた。

● からの質問を予想して，英語で考えること

は生徒にとって困難であった。 の友人はどん

な人で，日本の学校についてどんなことを知りた

いのか等の情報を前もって提示し，ある程度視点

をしぼって質問を考えさせるべきであった。

【 第三次 】

この段階では， に学校生活を紹介する場面に

おいて，聞き手を意識して伝えることができるよう

に との対話活動の場を設定し， からの問

いかけに適切に応答することをねらいとした。

は①紹介内容（ 中のよさを理解できたか）②発表

の態度（アイコンタクト・声の大きさ・発音）③質

疑応答 を評価した。生徒は第二次で作成した学校

紹介カードを見せながら，学校生活について紹介し

た。生徒は紹介文をできるだけ見ずに，伝えるスピ

ードや声の大きさ等を意識しながら に紹介し

ていた。小集団で相互評価する活動で練習を積んで

いたので，緊張しながらも一生懸命に伝える姿が見

られた。その後， は一人ひとりに「 で

答える質問」と「具体的に答える質問」をたずねた。

事前に からの質問を予想したり，その質問の答

えを準備したりしていたので，少し余裕をもって質

問に答えていた。しかし予想外の質問をされて，ど

う答えたらいいか分からず下を向いてしまったり，

何も答えられなかったりする生徒もいた。

との対話活動後は，単元を通して学んだこと

や今後の課題をまとめる活動を行った。

＜ 考察 ＞

○ と一対一で自分の学校生活を紹介する活動

を位置づけたことで，相手意識をもって伝えるこ

とができた。

● からの質問を正しく理解し，適切に応じる

ことができない生徒が多かった。

 成果と課題

（１）成果

○ 英語を使う必然性のある具体的な場面を設定し，

コミュニケーションを図る活動を積み重ねたこ

とは，積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度を育成することに有効であった。
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○ 学校生活について紹介するために，内容的にま

とまりのある英文を書いたり，モデル文を読んだ

り，グループの仲間や に伝えたり，聞いたり

する活動を設定したことは，コミュニケーション

能力の基礎を育成することに有効であった。

（２）課題

● 実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝

え合う活動と，それを支える言語材料について基

本的な事項の理解や練習を行う活動とのバラン

スに配慮した指導を行う必要がある。

● 会話を継続し，発展させていく能力を育てるた

めに，知らない表現は言い換えたりジェスチャー

で伝えたり，また相手に聞き返して内容を理解し，

適切に応じたりすることに慣れさせる必要があ

る。


